
そのデータ、
国立国会図書館に登録して

全国で共有しませんか？

下のURLまたは右の二次元コードから
詳細をご覧いただけます。
https://www.ndl.go.jp/jp/library/supportvisual/supportvisual-10_01.html

https://www.ndl.go.jp/jp/library/supportvisual/supportvisual-10_01.html


視覚障害者等用データ送信サービスへの
データ提供について

1. 視覚障害者等用データ送信サービスとは何ですか？

国立国会図書館は、公共図書館等で製作された視覚障害者等用データを
収集して、インターネットを通じて視覚障害者等個人の方や図書館等に送
信しています。このサービスが「視覚障害者等用データ送信サービス」で、
データをご提供いただきますと、このサービスに登録いたします。

4. データを提供できるのは公共図書館だけですか？

3. どのようなデータを提供することができるのですか？

音声DAISY、マルチメディアDAISY、テキストDAISYといったDAISY
データや点字データに加えて、サピエ図書館では収集していないテキスト
データなども収集しています。

2. データを提供するメリットは何ですか？

ＦＡＱ

自館製作のDAISYなどを、日本全国に向けて発信できます。
ご提供いただいたデータは、製作機関の名前が分かる形で登録し、
みなサーチ（国立国会図書館障害者用資料検索）において、当館に登録
した視覚障害者等の個人の方や機関がダウンロードして利用可能です。
さらに、ご提供タイトルごとのアクセス統計を半期に一度送付しますの
で、傾向分析や活動実績評価にもご活用いただけます。

国立国会図書館 関西館
図書館協力課 障害者図書館協力係
電話： 0774-98-1458 （直通）
メールアドレス： syo-tky@ndl.go.jp

公共図書館だけでなく、大学図書館やボランティア団体など、著作権法施
行令（昭和45年政令第335号）第2条において「視覚障害者等のための
複製等が認められる者」と規定される図書館等でしたら、データをご提供
いただけます。

（2024年3月改訂）

https://mina.ndl.go.jp/
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